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７
月
の
中
学
・
高
校
卒
業
予
定
者
に

対
す
る
自
衛
官
募
集
解
禁
以
降
、
山
梨

地
本
で
は
採
用
に
関
す
る
様
々
な
ご
案

内
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、
大
学
教
育
機
関
で
あ
る

防
衛
大
学
校
及
び
防
衛
医
科
大
学
校
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
自
衛
隊
に
は
こ

の
他
に
も
、
普
通
科
高
校
と
同
等
の
教

育
が
行
わ
れ
、
併
せ
て
自
衛
隊
の
専
門

的
な
技
術
に
関
す
る
知
識
や
自
衛
隊
に

つ
い
て
の
教
育
が
な
さ
れ
る
全
国
で
も

唯
一
の
組
織
が
あ
り
ま
す
。
今
月
号
で

は
、
そ
の
学
校
で
あ
る
陸
上
自
衛
隊
高

等
工
科
学
校
を
紹
介
し
ま
す
。

高
等
工
科
学
校
は
、
神
奈
川
県
横
須

賀
市
に
所
在
す
る
「
技
術
的
な
識
能
を

有
し
、
知
徳
体
を
兼
ね
備
え
た
伸
展
性

あ
る
陸
上
自
衛
官
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

人
材
を
育
成
す
る
。
」
と
い
う
教
育
理

念
の
も
と
、
将
来
陸
上
自
衛
隊
に
お
い

て
高
性
能
化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
装

備
品
を
駆
使
・
運
用
す
る
と
と
も
に
、

国
際
社
会
に
お
い
て
も
自
信
を
も
っ
て

対
応
で
き
る
自
衛
官
と
な
る
者
を
養
成

し
教
育
す
る
陸
上
自
衛
隊
の
学
校
で
す
。

高
等
工
科
学
校
生
徒
の
身
分
は
特
別
職

国
家
公
務
員
で
あ
り
、
入
学
金
や
授
業

料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
生
徒
は
、
全
員

が
駐
屯
地
で
生
活
し
、
宿
舎
は
無
料
、

食
事
・
被
服
類
・
寝
具
に
つ
い
て
は
支

給
ま
た
は
貸
与
さ
れ
る
他
、
月
額
１
０

２
，
５
０
０
円
（
平
成
31
年
４
月
現
在
）

の
生
徒
手
当
、
年
２
回
の
期
末
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
他
に
も
、
福
利
厚
生

等
の
整
っ
た
環
境
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
た
、
提
携
す
る
通
信
制
高
等
学
校

（
神
奈
川
県
立
横
浜
修
悠
館
高
等
学
校
）

に
入
学
し
、
３
学
年
修
了
時
に
高
等
学

校
の
卒
業
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

高
等
工
科
学
校
で
は
、
普
通
科
高
校

と
同
等
の
教
育
を
行
う
「
一
般
教
育
」
、

将
来
の
技
術
的
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し

て
の
素
地
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
教
育

を
行
う
「
専
門
教
育
」
及
び
一
般
教
育
・

専
門
教
育
と
並
行
し
て
行
わ
れ
る
陸
上

自
衛
官
の
心
得
を
学
ぶ
「
防
衛
基
礎
学
」

を
主
た
る
教
育
と
し
て
実
施
し
、
将
来

陸
上
自
衛
官
と
し
て
活
躍
で
き
る
基
礎

を
作
り
ま
す
。

「
一
般
教
育
」
で
は
、
３
学
年
に
な

る
と
必
修
科
目
に
加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
性
、
興
味
、
関
心
に
応
じ
て
、
幅

広
い
知
識
や
教
養
を
身
に
つ
け
、
問
題

の
本
質
を
理
解
す
る
能
力
、
研
究
分
析

す
る
能
力
、
創
造
的
に
思
考
す
る
能
力

を
育
成
し
、
文
系
・
理
系
の
枠
に
と
ら

わ
れ
ず
３
年
間
で
一
般
高
校
と
同
等
以

上
の
内
容
を
学
習
す
る
「
教
養
専
修
コ
ー

ス
」
、
科
学
的
に
探
究
す
る
能
力
及
び

態
度
を
育
て
、
課
題
を
自
ら
科
学
的
に

解
決
し
て
い
く
力
を
養
成
し
、
３
年
間

で
一
般
高
校
の
理
系
生
徒
と
同
等
以
上

の
数
学
・
理
科
の
内
容
を
学
習
す
る

「
理
数
専
修
コ
ー
ス
」
、
将
来
の
国
際

人
と
し
て
の
必
要
な
語
学
力
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
論
理
的
思
考
力

の
基
礎
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
諸

外
国
の
文
化
を
理
解
し
尊
重
す
る
態
度

の
育
成
を
目
指
す
「
国
際
専
修
コ
ー
ス
」

及
び
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
シ
ス
テ
ム
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
を
養
成
し
、
発

展
的
な
数
学
に
関
す
る
知
識
を
学
ぶ
こ

と
で
、
将
来
の
シ
ス
テ
ム
・
サ
イ
バ
ー

業
務
に
携
わ
る
生
徒
を
育
成
す
る
「
シ

ス
テ
ム
・
サ
イ
バ
ー
専
修
コ
ー
ス
」
の

４
つ
の
コ
ー
ス
か
ら
１
つ
を
選
択
し
ま

す
。「

専
門
教
育
」
は
、
高
等
工
科
学
校

で
の
教
育
と
卒
業
後
に
行
わ
れ
る
教
育

に
大
別
さ
れ
ま
す
が
、
高
等
工
科
学
校

に
お
い
て
は
、
将
来
の
技
術
的
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
と
し
て
の
素
地
を
身
に
つ
け
る

た
め
の
教
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
防
衛
基
礎
学
」
は
、
法
令
等
を
学

ぶ
「
防
衛
教
養
」
と
、
野
外
に
お
け
る

基
礎
的
な
行
動
を
学
ぶ
「
戦
闘
及
び
戦

技
訓
練
」
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
こ
の
他
、

学
年
ご
と
に
特
色
あ
る
競
技
会
を
行
っ

て
体
力
・
気
力
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
養

い
、
ま
た
職
種
学
校
研
修
等
を
行
っ
て

陸
上
自
衛
隊
に
関
す
る
理
解
と
知
識
を

深
め
て
い
き
ま
す
。

卒
業
後
の
進
路
は
、
ま
ず
陸
曹
候
補

生
た
る
自
衛
官
（
士
長
）
に
任
官
し
職

種
学
校
で
実
施
さ
れ
る
生
徒
陸
曹
候
補

生
課
程
を
経
て
３
等
陸
曹
に
昇
任
後
、

各
部
隊
に
配
属
さ
れ
技
術
分
野
に
お
け

る
陸
曹
と
し
て
勤
務
し
ま
す
。
ま
た
、

幹
部
自
衛
官
を
養
成
す
る
防
衛
大
学
校

学
生
や
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
養
成
す
る
航
空

学
生
（
海
・
空
）
等
の
受
験
が
可
能
で

す
。高

等
工
科
学
校
は
、
規
則
正
し
い
生

活
を
す
る
た
め
、
生
活
が
厳
し
い
と
い

う
印
象
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
同
期
と
乗
り

越
え
る
こ
と
に
よ
り
素
晴
ら
し
い
未
来

が
開
け
る
と
思
い
ま
す
。
在
校
生
徒
の

中
に
は
「
集
団
生
活
な
の
で
、
全
員
が

ま
と
ま
っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず

大
変
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。
一
方

で
、
「
困
難
な
こ
と
を
仲
間
と
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
た
」
「
普
通
の
高
校

で
は
体
験
で
き
な
い
よ
う
な
経
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
声
も
あ
り

ま
す
。

今
年
度
の
受
験
は
推
薦
、
一
般
と
も

に
11
月
１
日
か
ら
受
付
開
始
と
な
り
ま

す
。
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
、
募
集
対

象
者
の
皆
さ
ん
で
あ
れ
ば
、
保
護
者
の

方
又
は
学
校
の
進
路
指
導
の
先
生
を
通

じ
て
、
保
護
者
の
皆
様
又
は
学
校
関
係

者
の
皆
様
は
直
接
地
本
本
部
ま
た
は
各

募
集
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

現
在
、
山
梨
地
本
及
び
各
事
務
所
は
、

県
内
の
主
要
な
駅
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
に
お
い
て
広
報
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

駅
や
店
舗
を
利
用
さ
れ
る
方
に
広
報

物
（
自
衛
隊
グ
ッ
ズ
や
チ
ラ
シ
）
を
配

布
し
て
い
ま
す
。

街
中
で
見
か
け
た
ら
、
是
非
お
声
が

け
く
だ
さ
い
。
自
衛
隊
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
や
質
問
も
大
歓
迎
で
す
。

秋
の
試
験
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
山
梨
地

本
で
は
、
８
月
下
旬
か
ら
９
月
に
か
け

て
自
衛
官
等
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
し

た
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

処
置
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
ま
す
。

１

自
衛
官
候
補
生
試
験
及
び

一
般
曹
候
補
生
試
験

第
３
回
自
衛
官
候
補
生
試
験
は
、
８

月
29
日
（
土
）
北
富
士
駐
屯
地
に
お
い

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

受
験
者
は
少
数
で
し
た
が
、
口
述
試

験
で
は
「
入
隊
し
て
社
会
に
対
し
て
貢

献
し
た
い
」
「
自
衛
隊
を
生
涯
の
仕
事

と
し
た
い
」
な
ど
志
望
動
機
や
入
隊
に

対
す
る
意
気
込
み
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
第
４
回
自
衛
官
候
補
生
試
験

（
筆
記
）
及
び
第
２
回
一
般
曹
候
補
生

試
験
（
１
次
）
が
、
９
月
18
日
（
金
）

～
20
日
（
月
）
の
間
、
甲
府
市
の
甲
府

合
同
庁
舎
及
び
都
留
市
の
山
梨
県
男
女

共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
ぴ
ゅ
あ
富
士

の
２
会
場
に
お
い
て
実
施
さ
れ
、
３
日

間
合
計
で
１
０
０
名
を
超
え
る
受
験
者

が
試
験
に
臨
み
ま
し
た
。
今
回
の
試
験

か
ら
、
高
校
３
年
生
の
方
々
が
受
験
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
学
生
生
活
が
大
き
く
変
わ
る
中
、

多
く
の
方
が
受
験
し
、
真
剣
な
表
情
で

試
験
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

２

航
空
学
生
試
験
（
１
次
）

９
月
22
日
（
火
）
に
は
、
航
空
学
生

試
験
が
、
甲
府
合
同
庁
舎
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
試
験
は
、
昼
食
を
は
さ
ん
で

丸
一
日
、
国
語
や
数
学
な
ど
の
学
科
と

操
縦
適
性
検
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
長

時
間
に
わ
た
る
試
験
で
し
た
が
、
受
験

者
は
そ
れ
ぞ
れ
集
中
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

今
後
も
防
衛
大
学
校
、
防
衛
医
科
大

学
校
等
の
試
験
が
実
施
予
定
で
あ
り
、

試
験
シ
ー
ズ
ン
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

な
お
、
自
衛
官
候
補
生
、
高
等
工
科

学
科
、
貸
費
学
生
な
ど
の
種
目
が
、
引

き
続
き
受
付
中
又
は
こ
れ
か
ら
の
受
付

開
始
と
な
り
ま
す
。
細
部
は
、
地
本
本

部
又
は
各
募
集
事
務
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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入間基地見学及びＣ―１体験搭乗支援
８
月
25
日
（
火
）
航
空
自
衛
隊

入
間
基
地
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た

基
地
見
学
及
び
Ｃ
‐
１
体
験
搭
乗

に
県
内
の
空
自
入
隊
希
望
者
３
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
入
間
基
地
に
到
着

後
、
格
納
庫
に
お
い
て
Ｔ
‐
４
中

等
練
習
機
を
見
学
し
、
修
武
台
記

念
館
で
空
自
の
概
要
説
明
及
び
館

内
の
見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。
館

内
の
見
学
時
は
、
副
館
長
か
ら
隊

内
で
の
生
活
の
様
子
や
訓
練
内
容

の
説
明
を
受
け
、
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

今
回
の
Ｃ
‐
１
の
体
験
搭
乗
は
、

入
間
基
地
か
ら
小
牧
基
地
ま
で
飛

行
し
、
再
び
入
間
基
地
に
帰
投
す

る
往
復
約
２
３
０
㎞
に
及
ぶ
航
程

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

旅
客
機
と
は
異
な
る
機
内
の
様
子

に
驚
い
て
い
ま
し
た
が
、
終
了
後

に
は
「
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
」

「
体
験
搭
乗
だ
け
で
な
く
基
地
見

学
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
い
っ

た
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
基
地

見
学
及
び
体
験
搭
乗
を
通
じ
て
、

航
空
自
衛
隊
の
魅
力
を
間
近
で
感

じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
一

日
に
な
り
ま
し
た
。

山
梨
地
本
は
、
８
月
29
日
（
土
）

日
本
航
空
高
等
学
校
山
梨
キ
ャ
ン
パ

ス
（
甲
斐
市
）
に
お
い
て
Ｕ
Ｈ-

１

に
よ
る
体
験
搭
乗
を
実
施
し
、
26
名

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
ず
初
め
に
、
参
加
者
は
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
所
属
す
る
東
部
方
面
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
隊
（
東
京
都
立
川
市
）

の
隊
員
か
ら
安
全
教
育
を
受
け
た
後
、

Ｕ
Ｈ
ー
１
の
概
要
や
任
務
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
体
験
搭
乗
は
２
機
の

ヘ
リ
を
使
用
し
合
計
８
フ
ラ
イ
ト
実

施
し
ま
し
た
。
間
近
で
行
わ
れ
る
ヘ

リ
の
離
着
陸
に
搭
乗
待
ち
の
際
は
、

多
く
の
方
は
カ
メ
ラ
を
構
え
て
撮
影

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
体
験
搭
乗
中
は
甲
府
盆

地
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
体
験
搭
乗
を
通
じ
て
、
参

加
さ
れ
た
方
が
自
衛
隊
へ
の
関
心
や

理
解
を
よ
り
一
層
深
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
今
回
都
合
等
が
合

わ
ず
に
ご
案
内
で
き
な
か
っ
た
皆
様

に
は
、
ま
た
の
機
会
に
お
会
い
で
き

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

自
衛
官
等
採
用
試
験
に
は
、
様
々
な

種
目
が
あ
り
採
用
さ
れ
た
種
目
に
よ
っ

て
入
隊
後
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
等
が
異

な
り
、
勤
務
す
る
期
間
も
任
期
制
又
は

定
年
ま
で
と
様
々
で
す
。
そ
の
多
く
は
、

常
備
自
衛
官
で
す
が
、
非
常
勤
の
特
別

職
国
家
公
務
員
と
し
て
教
育
訓
練
に
参

加
す
る
予
備
自
衛
官
補
と
い
う
制
度
が

あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

国
家
の
緊
急
事
態
に
当
た
っ
て
は
、

大
き
な
防
衛
力
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、

そ
の
防
衛
力
を
日
頃
か
ら
保
持
す
る
こ

と
は
効
率
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
、
普
段
は
、
最
小
限
の
防
衛
力
で

対
応
し
、
い
ざ
と
い
う
時
に
急
速
に
集

め
る
事
が
で
き
る
予
備
の
防
衛
力
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
多
く
の
国
で
も
、
い

ざ
と
い
う
時
に
急
速
に
戦
力
を
増
強
す

る
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
国
で
は
、
こ
れ
に
相
当
す
る
も

の
と
し
て
、
予
備
自
衛
官
、
即
応
予
備

自
衛
官
及
び
予
備
自
衛
官
補
の
三
つ
の

制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
予
備
自
衛
官
及
び
即
応

予
備
自
衛
官
は
、
普
段
は
企
業
の
一
員

と
し
て
勤
務
し
つ
つ
、
定
め
ら
れ
た
訓

練
に
参
加
し
、
い
ざ
と
い
う
時
は
各
招

集
命
令
を
受
け
て
自
衛
官
と
し
て
行
動

し
ま
す
。
予
備
自
衛
官
制
度
は
、
陸
海

空
自
衛
隊
に
制
度
導
入
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
即
応
予
備
自
衛
官
制
度
は
陸
上
自

衛
隊
の
み
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
予
備
自
衛
官
補
は
、
主

と
し
て
自
衛
官
未
経
験
者
を
採
用
し
、

所
定
の
教
育
訓
練
を
経
た
後
、
予
備
自

衛
官
と
し
て
任
用
す
る
制
度
で
あ
り
、

陸
上
自
衛
隊
と
海
上
自
衛
隊
に
制
度
と

し
て
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
予
備
自
衛

官
補
の
身
分
は
、
非
常
勤
の
特
別
職
国

家
公
務
員
で
す
が
、
期
間
中
は
教
育
訓

練
招
集
に
応
じ
る
義
務
の
み
を
有
し
ま

す
。陸

上
自
衛
隊
で
は
、
駐
屯
地
の
警
備

や
後
方
支
援
等
の
任
務
を
実
施
す
る
一

般
公
募
と
医
療
従
事
者
や
語
学
要
員
等

に
な
る
技
能
公
募
が
あ
り
、
一
般
で
は

採
用
年
齢
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方
な

ら
応
募
可
能
で
す
。
ま
た
、
技
能
で
は
、

陸
上
自
衛
隊
で
は
語
学
や
医
療
技
術
、

整
備
な
ど
の
分
野
の
資
格
を
保
有
す
る

方
を
、
海
上
自
衛
隊
で
は
国
家
海
技
士

資
格
を
有
す
る
方
が
応
募
す
る
こ
と
が

で
き
、
採
用
年
齢
も
保
有
す
る
資
格
に

応
じ
18
歳
以
上
か
ら
53
～
55
歳
未
満
と

な
り
ま
す
。

予
備
自
衛
官
補
は
、
教
育
訓
練
に
応

じ
る
と
日
額
７
９
０
０
円
の
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
そ
の
他
、
教
育
訓
練
招

集
中
に
必
要
な
被
服
が
貸
与
さ
れ
、
訓

練
出
頭
の
た
め
の
往
復
旅
費
及
び
食
事

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
公
務
に
起

因
す
る
負
傷
、
疾
病
、
障
害
又
は
死
亡

の
場
合
の
災
害
補
償
は
、
自
衛
官
と
同

様
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

招
集
教
育
訓
練
は
、
一
般
公
募
が
３

年
以
内
に
50
日
、
合
計
４
０
０
時
間
で

履
修
。
技
能
公
募
は
２
年
以
内
に
10
日

間
、
80
時
間
で
履
修
し
ま
す
。
教
育
訓

練
の
す
べ
て
を
修
了
す
る
と
、
予
備
自

衛
官
に
任
用
さ
れ
、
階
級
が
指
定
さ
れ

ま
す
。

県
内
か
ら
も
学
生
や
社
会
人
の
方
が

予
備
自
衛
官
補
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
予
備
自
衛
官
補
の
活
躍
の
一
端

を
採
用
さ
れ
た
方
の
声
で
紹
介
し
ま
す
。

山
梨
学
院
大
学
学
生

木
下
紘
大
（
一
般
）

高
校
卒
業
後
の
進
路
と
し
て
大
学
受

験
と
併
せ
て
自
衛
官
採
用
試
験
を
受
験

し
て
い
ま
し
た
。
大
学
に
合
格
し
た
た

め
、
自
衛
官
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
自
衛
隊
へ
の
興
味
は
あ
っ
た
た
め
、

在
学
し
て
い
て
も
採
用
さ
れ
る
予
備
自

衛
官
補
に
な
り
ま
し
た
。
訓
練
に
参
加

し
て
い
る
間
は
、
時
間
厳
守
が
求
め
ら

れ
、
初
め
て
扱
う
小
銃
の
分
解
、
整
備

を
行
う
な
ど
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
一
方
で
、
学
生
で
あ
り
な
が

ら
、
自
衛
隊
の
一
連
の
訓
練
を
経
験
で

き
、
訓
練
を
通
じ
て
仲
間
が
で
き
る
な

ど
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

予
備
自
衛
官
補
は
、
新
し
い
知
識
が

得
ら
れ
、
年
齢
、
性
別
を
問
わ
ず
多
く

の
人
が
集
ま
り
交
流
が
で
き
る
な
ど
の

魅
力
が
あ
り
ま
す
。
何
か
や
り
が
い
を

求
め
て
い
る
人
に
は
是
非
、
経
験
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
予
備
自
衛
官
補
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
な
お
従
来
、
予

備
自
衛
官
補
か
ら
予
備
自
衛
官
に
な
ら

れ
た
方
が
、
即
応
予
備
自
衛
官
に
な
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
制
度

が
変
更
に
な
り
、
志
願
さ
れ
る
方
は
、

更
に
部
隊
に
お
い
て
教
育
を
受
け
て
即

応
予
備
自
衛
官
に
な
る
道
も
開
か
れ
、

活
躍
の
幅
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。
最
後

に
な
り
ま
し
た
が
、
自
衛
隊
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、
地
本
本
部
ま
た
は

各
募
集
事
務
所
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

山
梨
地
本
は
、
９
月
11
日
（
金
）

か
ら
15
日
（
火
）
ま
で
の
間
、
第
一

特
科
隊
第
四
中
隊
（
北
富
士
駐
屯
地
）

が
実
施
し
予
備
自
衛
官
58
名
が
参
加

し
た
令
和
２
年
度
第
３
回
予
備
自
衛

官
５
日
間
訓
練
を
支
援
し
ま
し
た
。

標
高
９
６
４
㍍
の
位
置
に
あ
り
、

す
っ
か
り
秋
め
い
た
北
富
士
駐
屯

地
に
お
い
て
、
訓
練
は
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
第
四
中
隊
長
に
よ
る
予

備
自
衛
官
の
重
要
性
と
役
割
等
に

つ
い
て
の
訓
示
を
皮
切
り
に
、
そ
の

後
、
精
神
教
育
、
基
本
教
練
、
武
器

訓
練
等
の
各
課
目
が
行
わ
れ
、
練
度

の
維
持
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
中
、
最
終
任
期
満
了

を
迎
え
る
２
名
が
、
長
年
の
功
績
に

対
し
て
東
部
方
面
総
監
か
ら
顕
彰
を

受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
予
備
自
衛
官

と
し
て
30
年
間
勤
務
し
た
１
名
が
防

衛
大
臣
か
ら
、
10
年
間
勤
務
し
た
１

名
が
東
部
方
面
総
監
か
ら
永
年
勤
続

表
彰
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
５
年
間
勤
務
し

た
４
名
が
地
本
長
か
ら
永
年
勤
続
表

彰
さ
れ
、
副
本
部
長
か
ら
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

山
梨
地
本
は
今
後
も
、
予
備
自
衛

官
雇
用
企
業
及
び
招
集
訓
練
部
隊
と

の
綿
密
な
連
絡
・
調
整
を
行
い
、
予

備
自
衛
官
が
後
顧
の
憂
い
な
く
招
集

訓
練
に
出
頭
出
来
る
様
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。


